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のみで図では表現されていない。“The pendulum, of T-type, consisted of two thin brass 
tubes of ca. 6mm, diameter, the vertical one having two agates at a distance of ca. 
12cm.; one, plane, at the upper end and the other concave of ca. 3mm, diameter at the 







京都大学上賀茂地学観測所は, 京大吉田キャンパスからは北北西に約 4.5 ㎞の距離にあ
るが, もともと地磁気観測を目的として 1900（明治 33）年に菊池大麓が会長をしていた




式傾斜計は, 1939 年以降の足跡が途絶えており, 上賀茂観測所の建物内はもとより, 京大
43
地球物理学教室などにも残っておらず, 現存していないのではないかと考えられていた．
ところが, 志田が上賀茂観測所で傾斜計を始めてからちょうど百年後の 2009年 7月 11日





















写真１は京都大学上賀茂観測所での京都大学 Jim MORI 教授とストラスブール大学の































年の論文に具体的な記述があれば、あるいは現物（受け部）を見れば  …。 
http://www.univie.ac.at/wissenschaftstheorie/heat/gallery/figures3/fig3-122.htmに竹本
さんからお送りいただいた図 paschwitz (2).jpg とそっくりな図があります。この図では、
支持部のニュアンスが多少 異なります。according to EHLERT 1895 となっています。






































論文の記述によると振子は”T"字型をしており、直径 6mm の 2 本の薄い真鍮管でできて
いる。縦の真鍮管は長さが約 12cm で両端に瑪瑙（めのう）が取り付けられている。その上
端は平面で、下端は約 3mm の直径で凹面になっている。この 2 点で振子は支持枠の２つの
スチールの先端で自由に回転するように架けられている。直径 35mm のミラーが縦棒の”T"
字接合部の近くに取り付けられている。横の真鍮管の長さは 21cm で、その先端には 20g
の錘がついている。同じ構造の２つの振子（No.1 と No.2)が直角に交わるように配置され





１：図２の３次元模式図の様に、6 ㎜の真鍮パイプを縦棒 12 ㎝横棒 21 ㎝に切断加工する。 
２：振子部では横棒の端と縦棒の中間を、４㎜六角穴付きボルトでＴ型に接続固定する。 















図２ ＮＳ・ＥＷ成分の振子           写真２ 
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（２）ミラー固定金具 
１：図３の３次元模式図と写真３の様な、市販の 30 ㎜厚さ 5 ㎜円盤型ミラーを購入する 
２：図３の様に厚さ 1 ㎜の真鍮板を、幅 2 ㎜十字型に切断機、ハサミ、ヤスリで切断加工 
３：図３、写真３の様に手づくり十字型の真鍮板でミラーを掴み端を折り曲げて固定する 










１：図４、写真４の様に 5㎜角長さ 10㎜に径 4mmの穴をあけ十字型の真鍮板に半田付 






















１：図５の模式図と写真５の様に、真鍮棒 5㎜角長さ 15㎜を切断加工４㎜の穴をあける 
２：図５、写真５の様に径 10㎜長さ 20㎜の真鍮パイプを内径 7mmのパイプにする。 
３：図５、写真５の様に 5mm 角長さ 15mm の真鍮棒を、上記の支持パイプの中間で半田付 
          図３ミラー固定金具             写真３ 










































図５ ゼロミラー              写真５  
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